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項 目 要  約 

１．研究の概要 次世代原子炉用ＴＲＵ燃料に対する品質保証技術の高度化を目

指し、燃料内部の核的・物性的な情報を非破壊で取得し、保障措置

対応における燃料中の核物質計量管理を可能とする革新的な分析

技術を開発すると共に、本分析技術の実用化への道筋の検討を行う

ことを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）核種濃度定量・可視化技術の高度化

２）物性値の定量・可視化技術の高度化

３）総合測定システムの開発

４）実証試験に基づく測定システムの総合評価

２．総合評価 
Ａ 

高速炉システムが実現された際に、安全性の確保は第一であり、

燃料の健全性は重要な要素の一つである。本研究により、高い空間

分解能を有した中性子イメージングやマイナーアクチニド（ＭＡ）

等を対象とした核種弁別型中性子イメージングを開発することで、

燃料の健全性評価のための中性子測定技術を実用化させるための

見通しが得られたことが評価出来る。また、論文発表や口頭発表に

よる成果の発信も十分に行われていることは評価できる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


